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益 田 池 碑 銘

須　田　哲　夫

　i．益鐙池碑銘文

　大纛の辮益譲の池の碑の銘　序を拝せた琴

　　　沙鰻趨覆金醗文　書を許せた鯵

　i著し夫れ．惑星｛荒穀をつかさどり，五穀1こ承

をそそぐ港。空潅の草稿には「感」嫁「減衰とあ

ったという孕〉銀葉葵（天の河〉，下し灘ぐ　（地薫づこ

そそぎ，万物を膏てる慧たらきの／功深し．湖水天
　　　　　の　　　うら　
地（大海〉，上1）灘芝（讐轟設もの髪身きるおしそだ

てるめぐみ。〉徳辱聾し。　故1こ舞廷く馨弁（生育する
　　　　　　　　よ　　　うつぎ
すべての草。）之に磯暑ヲ響茂（繁茂。／な弓。轟響
　　よ　　　　　　　　　　　はつ
之に藩碧長生す。八熊（天地σ）八方のすみの気で

寒暑を癒すという。）掻継し，五才（金・木・承・
　　　　　　　とうサ火・土の五弩二。）講冶（五才によって進撃あげるこ
　　　　　ゆト　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　かっ

と・彦るが若擦至っ講論方殊郷藩織詰
の方角に当る義受，　承のはたらき。）｛馨／＼に其の最

　　　　　　　　かん（第一。1に居l！）。竣（誌方の承の徳。！の徳たる

　　　　　　　　　　　　　　　まこと，遠い（ひろいこと。1かな．皇い（広大。／

なるかな。
　ここ　　　　　　　　　　　　　　ふがす　みモピ

　霧こ益遜の池馨毒）。湾の奪（欝葬講尊・欝弊欝
　　　タなこ　　しま　　　　　　　　　　　やたがらす

導。）．舞子の灘（大八濠．），込鳥（八越鳥〉燐め
　みちぜ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　あ　てら

て避くの醒な1ラ。縫は是既漢諮（人名で伝不鮮血）

　　　　なふら　
こロンにん

が蓉宅。號1ま村井の放き名な鞍。去むじ弘仁十三
　　　　　ち　うとう　　　　　　　　　　　　　　　さき　　くわしう　　かん

鍔と墜籍㍉／仲冬の鰐（十…胤）・羨穀賛墾鈴監

察藤納毒（灘泉蟹を管掌した監察官。納雰は太政
　　　　　　　　　　　　　　きのた、いし晦ずゑ
官名。藤蒙締綱また慧藤籐三守。〉紀穴守末（紀撰

羅紗長官である紀末成．のちに越羨に移る。｝等，
かうやう　　　　　　　　　　　　　　　さき　　　　　おも磁ゴか　　聖
駕賎鋸頚を、齢せぐこと。）の支ふべきを懸！｝て営
　

験（地瞭肥沃で，作梅を多く産讃する土地。！の衆
　　　　　　　　　　しようし諮
だ縫舗ざるを歎く。欺6）勝絶（すぐ紅た所，難ち
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ウん貯水難に選iした土地。）を占めて之を奏し雛ふ1こ給
せう　　　　　　　　　　　　　　　　　みよう　　　　ここ　　　　　　ごこつ

詔（みことの！タ。／雛ち癒ず。愛に藤縄二公（藤漂

氏と経氏。〉及び遜律練（真簿律蘂かといわ康る．）
　　　　　　ニまぜ
等をして坊を羅むること（仕事を饒始さ～㌘な身未

だ幾ばくならざるに，皇帝（蟻鐵天皇。），溝嚢（太

一■ヒ皇誇宮曇〉に遵駕｛いでまし。〉したまひ轟。藤

公之に從って職を離す。紀守も越羨（癌井県。l　lこ
　　　　　　　　　　　ザう　　いふじゃう　　あた
遷る。今一髭（淳穣天皇。1，箋の揖譲に霧って（箋

牽が礼をつくして帝位を晦ずつた故事。竜霧では，

蹉鐵帝が淳灘帝に譲位さ戯たこと。1舜の贅緩を験

す瞬の宝とすべ聖王をお戴た・／・嚢（天
皇の威光。1を三儀（天地．擁こ照かにし，赤子（万
　　　ヨよったう
喪。／を八鶴（大八灘。〉に簿づ（いつくしみやし
　　　　はん　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　えり

なう。〉。伴平章事（大伴屡遠」）こと。／議を燐むで

　　　　　　がんが
代って霞の事を繍へしむ綾ださせた。／。蛙びに
とうくわう　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぬきむエ　　　　し　　し

藤獲（藤原藤広。大懇守。／を嫉でて麟史（蟹の守

彗。！に任ず。講公地の事を籔絞（点縷。）す。こ
　　　　せいふ　　　　　　　つち∫典　　　　　　し準星ん　　　「擦
こにして青髭（金銭．／　塊を携いて，籔千の馬蕪

　あっオ　　　　　　　　　　　　　　　　　か　　　　　　なくけい

に繁る嘗赤馬（車。〉ノ、を駆讐て，’轟計〔いろいろ

のはか鯵ごとをする工夫。）の夫夜集る。銭にして
　　くむうくがう
慮1馬轟轟（車輪のとどろきわたるさま．）として
ぎなぎかす

叢　　（すみやかに往来すること。1のごとくに往
　　　　いんいん　　　　　　　　　　　　　　　　　す　　　　　　いかづぢ

き．男女磯鍛（震の購今とどろくさま．）として霞
　　　　　　　　　　　もぶ　　　　　ふよふん
（雷の本字。）のごとくに騰く。土雰雰（電鈴降る

　　　　　　　　　　　　　　つつみし　くいつ
さ象。）として雪のごとくに蓬拳，堤縫忽（たち
　　　　　　　　　　　あが　　　あぐか
まち。／として雲σ）ごとくに騰る。冤も（さながら

に。！塞神（霊験あらたかな神。／の纏（ねば土を
　　　　　　　　　　　サねって器をつくる。／をま麺（こねてやわら海楼こす
　　　　　　　　　　こうろ　　　　　　　　　　　くわさん
る。〉すが難し。還って洪鑓（大炉．）の乾産（免

生。／するかと疑ふ。成ること欝あらず（やがて。）

肇うること年（わずかの年月。｝あらず．之を造る

はノ、な垂3。之を講ずるは（あきら力擁こする。）天（造
　　　　　　　しか　　　　　　　　　　　　かたち
化の神．）な1ラ。篤して乃ち池の獣たる，籠寺（竃
　　　　　　　　　　　　　みささゑ蓋寺，今の織寺。／左にす，鶏6）陵　（緩鰭天皇綾
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　きっか
槻羅氈撮・また鵡の麹を右1碁癖
　〔大野の墓．平都にあウという。〉癖に讐雛，畝鋳
　　　　　　　そぎだ　　　　　　こ　め
　（畝傍鎗．1龍に鋳て1〉。來緩6）繕舎（久米寺。）
　うしとら　　　　　　　　　　　　　　しづ　　　　　　　　　むしぐ

其の災　（索北方。）に鎭ダ）た拳，武遮（宣慰天皇
　　　　　　　　　　ぷらなか　　　　ぴつりきる
陵身狭醗蕉鳥壊上綾。〉ぎ）荒籬其の坤　（齊毒方。／
　　　　　　　　　　しオコよ　　　　　　　　　　つか
を押せ1）　（おさめる。〉。十窪銀鍔人なる陵（大きな

墓地。神武・鞍蟻・安寧・懿徳・欽明・文武など

絡欠勤執騨とし硬履とく（地勢饗
大な建多容。）　に騰彗鞍，　墜鼕鼕」）長き、馨（丘地、〉ヌ聾達

として（斜めに連なるさま。）籠分ごとくに離す。
　　　　　　ヒらか　　　　　　　　　　　　　　　　　　　む　　　くま

雲松韻の上に蕩し（動くさま。），水檎の駿〔水の

ほと弓に櫓木などび生えている離。！の下に激す
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　（水が岩などにあたって激しく波うつこと。）む春
あびもの

の繍　 （春の花に職える。1瀧1こ華実慧て嚢る考観る

藷憾塾麹猿轡罐葉織観F淋麟
けて遊人蜷豪ず。鴛鴦（おしど辱。1饗葦霧（カモ。1

　　たはぷ　　　　　　　　　　　　　きサんかく　　　　　　　　　　　　　　ねうこく

承に戯れて歎を奏し，玄鶴｛老いた黒鶴。〉黄鶲（奏
　　みぎわ　　　　　きべつくざの　ふむ、鶏。／汀に避むで雫ひ舞ふ。難驚頸を麺べ，鰭鯉（フ
　　　　　　　うご　　　　　　えんみつ
ナ・葺イ。）尾を捧かす。灘獺（灘灘1こいるカワウ
　　　　　　　むぱう　　　　かえ
ソ。）魚を祭陰，韓鳥聴を凝す（韓中のカラスの子

1ま護魚嘩多羅纏、鴇！lるあ積水醐想
天を含み，1警める建選．景を｛筆癖こせる力綾轟き1こ善書む

　　　　　　　　　　　　　　　わにで／ま，溝iきこ1と海に｛裁た券，廣きこと濫（串垂藝嚢藝

駆顎舞駒齢蟻駄蘇撃こ超え麟・
昆霧の｛藷こ葬ざることを躾ひ，繕達（覇1舞達澹，
　　　　　　　な　　　　　　　　　　　あざ　　　　　　　　うそぶ
広さ五十密匂。1の猶少きことを攣1ける。廃藩“て

（廃が懸えると風が立つといわれるのによる。〉涛
　こ　　　　　　　　　　　　　　きずいたい　　　　　　　　　けん　　　　　　　　　い

を鼓するときは，驚汰（驚波む！漢（天。！に減る．
？ようぎん

籠程今じて（竜がうたえば雲をよぶといわれるのに
　　　つつみ　　　さ　　　　　　　　　　　　　　よう　よ

よる．〉堤を渋くるときは，容饗して（整然たるさ
　　あ　　　　　　　おか　　の　　　ばうむサう

ま。〉．黎かず。綾1こ嚢る謬象（渥竜ま叢氷糞1露も

其の塘（堤。！を溢すること得ず。鶴を燃す女越（び
　　　　　　そこ　　　か　　　　　　　　　　　　　　　　　　オくぐん
で！タ神．）も其の癒を灘らすこと能くせず。六舞（牽
　　　　かうぶ　　　ばんくむい　　　　　　　　　　　　　　　　　しサう
詳。〉灘ひを蒙鞍，萬澹（無数誇小さな灘iれ。）濃
しやう　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　いちごん

湯（さかんに渡れるさ豪。／た拳。一人（上一入。
　　　けい　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　てうみん

天皇。／慶（善き事。／有るとき1塞兆畏（多くの人
　　　　かうぷ　　　　　　　　　　　　　　ぶ　　たう
蔑。／之を頼る（こうむる。／．無し鬱して（手の舞
　　　　　　　　　　　　ぜんしゃう
い建の踏む漸を知らざる意豊〉千箱（豊年。作物が
　　　　　　　　　　　　　　　　う千倉万事にみちること。／を詠じて腹を撃ち（いわ
　　　　　　　　　　てロゴから　　　あしづから　　　ばん　い
ゆる腹鼓を打つこと．／，　柔し．　足して萬歳（慶
　　　　　　　　　　とな　　　つとめ
辞を視摂することば。／を難へてカ（箋の壌父の故

事を鮨す。）を忘る。蒼灘（あおうなばらひ桑耀と
　　　　　しばしば　　　　　　　　　　　　なげ　　　　るいし

なること。1の籔愛ずることを歎いて鍍講（碑銘
　　　　　か　　　　　　もと
のことば．〉を余が筆に索む。貧道1空海の謙称．／

不才（才籠なきこと蘇！にして仁（のっぴきならな
　　　　あた　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　きよ　　ぷだ

い依頼1護嘗る。匿1製すること緩くせず。塵裟課

せ章を畦く（厳しい頭麟にしたがって文章を善い
　　すな霞諦毒｝　　塵クサウキヤウタワウシ　宰　シ
た。）。蓬ち銘（韻1類無生・驚・摸・鋳・趨・始・
シ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　つく

似以下鐸書一句六篇。／を爲って羅く，
　さ　い　　　し争うていた．概ゆも濠　　きざ　　　はんこ　い

　毒夷論る象帝、i一策だ萌さず、盤虐悲でざ導
　　　　くキことこ　むま　　　　　　　　　　　　　　　をヂんき　 し　くどう

　し善こ韓1　醒常暮生ることを無し　元気マ談覇零し
　　　ゐ　げたもゑ　　　　　　　　　　　　　　　ぜんこ

　て　葦牙乍ちに驚く　八縷隻轡蕩議して　五重
　しょうくわ「う

　縦横がり其一
　　　　　　　　　ま出置　　　耗　　　　　せん融いしんら
　薩鴛運韓して　縷海錨！ヲ、．鋳て鐸　千名森羅
　　　　　　ゑぎは　　　　　　　　　　とうふ
　として　萬蓄勢嚢鉾｝垂7逡量る　藤曙繰薮ilこ隠れて
　しよくかう　　ここ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　そそ

　穫垂叢叢盤髪1こ始まる　天地鱒人瀧2玉　難き鷲
　うあほ

　霧す功23似た酵　其』二

i欝暮一2

せんをデうこう　う　　　　ねもんぎか　　　　　　　　　　　　　　　　　　おぐ　　　　　　　　ち

簸塁後誤解　雷撃25難くして人を擁む箆　智
リサく　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　また

酪2丁麟く運むで　慈悲館あって騒仁欝あ1ラ
なか　　　　　　はか　　　　　　　　　　　　　　　　　　しん　　　　ごと

機つる事灘らず灘　功を成すこと神s、の著し
　　うをきき　　　　　　　　　　　　　　　　　さかや

物を潤すこと雨の鑓し入を榮すこと春に擬た！ン

其三
ウんふつ　　　　　　　ふる　　　うし　　　ニまご
輪舞i聾2雷のごとくに震うて　；薄霞麹書功を燐む
き　とう　　　　　　　　　か　　　　　　くか　き　　まど

紀藤聾雌蒙薦を薙1うて　柔績舗籔かに豊かな1）
嫁んしやう　 慈か彗どと　懸どこ　　　　1ヂんし鵡

伴権㌶…藷を施し　標i守認公鯨1こ姦琴　良
　　きし　つ　　　　　　　　　みを　　　　なび

裏韓．蓼糠って蔑箕灘挽く．ヂ麹馨
愛に一の敏認有ζ｝　益霧鋸と名く　懸ること
　ごんしよく

は人力な彗　成ることは天鈍よ舞　車馬霧器
　　　　あっま
のごとくに聚彗　男女雲のごとくに連なれ13
ギむぷ　きた　　　　　し　　　　　　　　　　　を
塁酵き來ること子に嚢笑た撃　燐を畢、もること隼あ

らず　其五
　　　　　た　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　てつ　　　　　こよ

深くして互濃し　鏡斜のごとくに難して縷
しよく　　　　くわうぐう　べうぴ　　　　　　ぜんぎう　　　　む　

色4暮あ1ラ溌湊鮪灘灘溌た拳　瞻望設する極
　な　　　鉱く欲・　　そ．髭髭信　　　もとみ　　　　ぎょてうかん
鞍馨し　頁漢5諸の寮菖滋5尋の職な雛　無籍灘
えい　　　　　　 きつ参声う　　ここ　　かく

漣難し　鑑叢55蟻誕匿る　其六
　んくわい　　ままんがつ　　　　　　　　　も　よ　　　なんしょく　　　　　　し

賦澹57溌溢偲して　塗鑑59縷薙齢す華
琶　　　　　　　　　　　　う　　　　　すTいずい　　　　　　　　　　　しょ（

撃購として我藝鑓う燧茎遂暮3として我籍甚号す
ち　　　　　　　　　けい　　　　　　　つはもの　　た　　　　　た　　　　ぜい

毒繕」）嫁し蒙の嬉し兵醗是1｝食罷る発
てん　　　　　　　　　　　　きデうてい

羅、，我事とす　嘉帯鋸樗のカかあらむ　其七

i
盆
3
違
5
暮
7
藝
§
馨
茎
2
3
淫
5
暮
7
蓼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
i
亙
マ
蓋
i
i
至
亜
至
躍
主
§
轟
》
i

至
2
2

遵の本｛本，「老子ゴ1こ見える。

帝に先だって存すること。

「i］は天，一」！葬塩

はたらきを見せないこと，天地未分の愚亭

天地万霧の複。

欝欝立尊（天地未分位の神）。

太元の一気。

忽ちに難くさま。

葦の若芽。

炎・条・景・難・京・膠・麗・寒の八織．

霧ぎ，な欝わたって。

木・火・土・金・承の五行。

たてによこに，震鷺した。

入鞍まじって疑るさま。

無数の草本。

数かぎ穆なくならび連なるさま。

．人陰まじること。

「藤」ヂ軽いずれも贔麹の各。林藤と難波

蟹。

穀舞・糧末な食物で，藤轡の対．

大海。

益霧漣。
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22　そそぎうるおすこと。

23　その韓些大な！轟きは大海のそ才菖こも｛祭ている

　　び）意。

塞　箋と轟のように，饒餓帝が淳瀦帝1こ譲緩し

　　たことを毒す。

錐　よく考える．大渓を憂えること。

鯵　慈しむ。

27　才知すぐれた羅暴各音

盤　鉱ボサツの慈愛。

2警　いつくしみ。

縁　万機のまつ鞍ごと猿叢妙で灘ることが轟来

　　ない費

3i　霊妙なもの。

32　みことの辱。惣至はおおづな。

33　蕎竃。

騒　紀誇太守と藤納叢。

35　欝舞着すること。

認　豹纏。

騨　平章事醒遵。

講　秘華iの太守。藤原藤籔か。

欝　「公」！ま事と慰む。

達き　よき毫難き。舞歩なるわざ。

雌璽　なびき、養す。

垂2　麓方，承の書．水の義，ここでは池のこと。

垂3　懸絶を益すとの慧．

嚢　天子の徳。

薦　無数に集ってくる形容。

蕪　子が競講ところに来るように，よろこんで

　　嚢って来て二£事に健零した意。

邸　わずかの奪月。

磐　鑛薪）ように明らかにすみとおること。

4｛き　あおいろ。

灘　水の深くして広いこと。

灘　承が譲拳なくひろがっているさま。

52　醗望，みわたすこと。

§3酸！穿なく多くの沢の承が流れそそぐもとと

　　なっているもの。

襲　無数の波が逡茎こるもと。

轟轟　かつ嫁浮びかつ1まおよぐこと。遊泳δ

5§　色調〉ある竜。みずち。

57　霧鷺のみぞ。

5さ　承が妻登れること。

5§　あらた。「漿3は縫蔓iして一年の灘。「霞．ま

　　雌器姦してニラ三等経た蒙。

縫　難きつ1ナて殖やすこと．

礎　つとめて怠らぬさ豪蝶

§2　種を纏えること。

給すくすくと螢轟そだつさま。

農　叡穫する。

憂灘　「葦蓼ゴは島。「黛」1ま高聾塩お叢』茸ノま・島のよう

　　に丘のようにある叡穫した穀秘の豊かなさ

　　ま。

薦　襲の守1ナを十分にし，生活を十分にする意。

尋7　詳戸1を握って水を飲み事震を作って食うこ

　　と。天下の報平なさま。

鑓　わたしは嘉帝に樗の借もない慧書泰平の轡！

　　のさま。

　以一と．益懇池碑銘文を遠べたが，この文章は実

に難解であるαそれ慧，客語を繕い，故事来歴を

多く綾っているからである。空海は嬬醇に多くの

語彙を含蓄していたのか，驚くべきであ肇，文矛

に優れていたことを蔓1実！こ蓉寓している。又，文意

に誇張がある。そのことは．文を錐大ならしめて

いる。大意を遊べると次のようになる尊

　大海．瀧水，天の澱の悪感は韓人である．これ

のため草本は茂諺，虫や卵は生長する。寒暑があ

ること．万轡がノ養えはびこる八気が生ずることは，

水の鐵き1こよることであ静，北方の水」）徳は誠に

大きい。

　ここに登攀の池がある。大八灘暑こある。この地
　　あまそら
は，漢講が古くから態馨していた土地で，古くか

ら材丼と称されていた。去る弘｛二十三隼十一得．

前書報泉灘馨を讐掌した監察宮藤療纏羅，紀踵1の

長官である紀末成等は，嚢窯のために，麗沃で洋

物の多く農来る土地が驚けないのを歎いた。そこ

で鍛も鬢水地に遷した勝を奏上したところがみこ

との導が下った。そこで藤原氏と紀氏の二氏及び

真胃律鑛が仕事を霧始させたが．まもなく，縫蛾

叉皇は太上皇の蜜としていでましになった。藤舞

氏は職を辞しサ紀氏も穰詳蒙に遷ってしまった。

淳穣天皇は，鍵蛾天皇から帝位を譲1）愛縁，その

駿光を天罐餐こあきら寿璽こして，万疑を大ノ、灘1こい

つくしみ養った。大伴響道は羅事をただし，藤原

藤広と大和守を譲耀して馨の守戦こ任ぜしめた。

薦公は益繕澄鐙ことを点嬢した。ここで会費をも

ってこ農にあてるに亨土塊を鱗く篤が讐に暴に集

ってき，車を走らす人と．言ナ1）事をぎ）ぐらす人が，

夜な夜な集ってきた倉庫1輪の音をとどろかせなが

ら車馬は往き来し，男女は霊のようにすばやく廷
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事を進め，土1ま鷺の積るようにうずたかくな1），

堤1簿はたちまち築かれていった。さながら霊神が

粘土をこねあぜて大鷲を紀生したようである。出

来一上ること／箋か6）隼舞であった．こ貌を作った惹

はメ、である壽呈，　こオ乞をあきら力銭こする蕎は造糞二（ア）

神である。益蟹漣の状懇隷．簡寺を叢にし，緩神

天皇輝綾．灘ち嚢鳥の陵を巻節する。大賢の墓が

南1こ聳え，畝傍鐵が龍に鋳ってい，久米寺が肇北

方にあ1｝，宣化天皇の御陵が西南方に建直してい

る。数多くの天皇の舞綾が長く続くさまは虎がう

ずくまっているようであ着），護方の長い丘は斜め

に達っていて竜が鰍しているようである。雲は松

融櫓1こ流れ，讐の本の下の承が酵に遽諺こんだ辺

に波一うっている。春の1菟が灘餐こ駿じて見るノ叉爆る

ことを忘れラ秋鈴紅：蘂は鉢一一霞1に絹舞て遊ぶ巻は

饑きない。おしど離．かもが水甕1を泳ぎ廻ってう

たい，老いた黒鶴，白鶴がみぎわに遊んで舞い，

亀が頸をのべ，難，鰹が羅を振っている。かわう

そ，鶏も各々分を守っている。濾水を天1こ験し，

重なる灘の影がさかさまに験し，その深さは海の

ようである。広さは潅水をこえ，鍵麟馨漣も鐘較1こ

ならぬし，霧薦達漣もこれに比べると小さい。虎

がうそ．糞いて渡を超すと，それ解天に至1〉，竃が

うなって堤防を裂いても恐れはしない。水神もこ

の漣を充溢することはできず，ひで絵び）神もこの

港を灘らすことはできない。　こ葱7）地方は承の潤い

を受諺ラ無数の流れが盛んに流れ産している。天

皇が慶ぶ鋳ll‡大鷺は之を受けて．喜び1こ舞って豊

年を纏って自分の仕事を忘れる程である。しかし争

いつこの池が変るかも知擬ないので碑銘を霧くこ

とを依頼された。才縫はないのであるが，大事な

頼みなので引き受診た。噛しい頭であるが文章を

書いた。1銘には次のように言っている。

　天地の根元の蕩しがなく，饒の生まれることは

な毒逸った方書争　天ま麹のはたらき力蓬動き饑し，生梅（鐸

薦芽が見え．灘然糧象の八1難がふるって五行が展

鷺さ就た。

　日舞が運転し，灘溝がまじわ量り，多くの草本が

達な1）万物が生じてきた。ここに穀梅が実1）だし

たこと嫁，大海享益薯馨漣の承」）潤も緒こよる｛7）であ

る。

　薩鐵天皇は淳載天盤1に醸狡して犬戻をいつくし

み，計酪がよく，霊妙に功をなして潤すことは1零

のようであ1タ，人畏を栄えさすことは濃い春♂）よ

うである。

玉総5－2

　みことの鯵が壷執こ下って，鳶實慧仕事にとll

かか弓，紀氏と藤氏も醗拓をはじめてその〕嘘1ま葬

常に大きく，平筆事馨這，藤原藤菰ちの考えがす

ぐれ，その方法がよく，万畏嫉みななついた。

　ここに益遜港がある。人力によって撮ったが．

畷琴立ったび）嫉天寿である。嚢んで舅人，女人．

車馬が襲撃，完成には長い年篭はかからなかった．

　深く広く，舞々としてみわたしても鰻縦ない。

多くの沢の減れそそぐもとにな｝〉，魚や鶏が泳ぎ，

竜がここに懸れている。

　流離が溢れ，簾嘉さ駿た綴が増え，よく驚いて

纏え，苗がすくすくと膏ち，駿穫した．叡穫した

穀梅が丘のよう1こ多く，馨の守彗も充分で，人長

の生活も満尾である。天下は和平で桑の縫の申に

傷害のひ諺はとらない。

2．益霧池碑と変遷

　人事を尽し，芙鞍！こよって人裟を潤す益縷池1ま

天幾2年（鐙誹警月に完残した。六部の承欝をう
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　たニア
るおす人．二の大群承池である。存在は，大穣馨軽
いおのこおむしらかしわ

毒謬白懸村である。現在の緩漂毒東池濁霧，西

池尻驚，晃漂蕩にわたる地域…帯である。ど薦源

ど広い甦承池だったのかはっき喜｝はしないが，当

糞寺として慧一一大震家嚢警事業ではなカ・つたろうか。

空海誇碑文を読むと稀に見る広大な池が墨来たこ

と裟なっている難中蟹の大覇に勝るとも劣らない

も鈴と記されている。誇張があるとは考えられが，

それにしても小さなものでばなかったであろう。

　米作地幕にとって最も大事なものぱ水霧であ

る，自然の降雨に豪かせていれば，駿られた生産

しか望めない。そ駿を克撮するには．承諾の薦発

と鞍水難の築造である。農政土，先人の領獲した

事業にはこれが多かった。それを嚢雛紀に実理さ

せているのである。益馨澄慧，欝離してから3年，

騰馨してから2年余で完蔑している。そのことは，

匿日本紀酪書に「十蔭年正縁海子新銭…百貫文を

大和蟹に霧わり，益霞池を築くにあっ。」とあるこ

と1こよって才）かる。完成すると，言義念碑の建立に

かか倉），空海に銘講を依頼した。一体，登窯漣簿

築と空海はどんな薫わ診｝をもっていたのであろう

か。このことは，碑文に絃一漂書かれていない。

しかし，露露に満濃池を構築した空海が全然灘わ

らなかったことは考えら義ない。嵯鐵天皇誇譲位

か書あったとしても，空海1こ｛薄らかの意見を求めて

いるのでぽないだろうか。
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　いつの代か，益霧漣の雄姿綜．大藩の欝から姿

を濃してしまったひこれは，空海轟予簿が選i申し
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　しばしば
ているのである窃郵ちラ碑文σ）末尾1ゴ蒼海の鐵

攣ずることを歎いて」とあるのである。人工的な

ものは，人工的なも蔚によって変えら震ることが

多い。益蒙池がなくなった理嶽！ま，水路議鰐発に

よるものではなかったろうか。鬢水滋分水ぱ，一

縛的な孝1欝謹に留ることが多いが，溝瞬講本酪は麺

久鶴舞霧が講読となる。従って，縁らかの捜徳進

歩によって違窮な闘馨さ設ると，溜池が必要なく

な謬埋没されてしまう。その携であったよう1こ思

う。唯，議に残念なことは，益鑓池完歳の記念碑

が叛角建立さ載たのに．これまで破棄されてしま

ったことである。現在，台石のみの残存であって

益欝池碑は見ることが鐵来ない。せめて，大深を

失っても争碑だけ残ってい震ば，益1青池の全容を

うかがうのに益あったのではなかろうか。

3．益緩池碑の重建

　一大事業完繊の続に，記念碑を建立さ震ること

は，嚢窪）多く取られたことであ量），大きな意義を

も一）ことである。

　r天長二年歳在大荒玄月戴拾五ヨ建之港ユと、と

緯文が）末尾！こあるように，益遜池碑は，天長二年

六肩二十五護に建立された。大きな碑である。穫

が攣メートル筆海さが書、iメートノレの緯身である。

こんな馬鹿でっカ』い碑を建てたこと垂こは驚きの夕峯

はない。一体こんな大きな石があったのであろう

かgしかも人⇔力でこ駿ほどび）碑をどうして建て

たものであろうか。豪して，これをささえる台石

は，小毒のようなも」）でな謬説ばなるまい．しか

し，益懇池の広大さを考えると，碑も巨大なもの

でな1ナ彪ばならなかったであろう。ここにも，羅

び）大きな権力の簾わっていたことを想わせるもの

がある。

　さて，登攀澄が姿を消したのが畢鵠のか，益露

地碑が埋没したのが早いのかは分暁ではない。多

分，益霧港が翠・く消瀕したのであろう。益墜縫鉾

は残骸のように忘れられて残っていたのではない

だろうか。雛，器雪年を経た南北薦暗殺，高取蟻

築城のため破壊されてしまった。蚕纏に襲われた

ともいわれている。為致者の権力蕃，いとも大事

な文化遺産をあとかたもなく破繊させてゆく姿の

表れである。唯，台石のみが益凝岩船として痘大

な姿を残している。その下に立つと，益靉靆の購

築が鱈鰍こ雄大な営みであったかが思い鷺らされ

る。

　しかし，後縫藁薦漣馨藏璽建さ轟た。麟蒙毒久

米寺の嚢，木立海蘿1こであ鵜重建益靉靆碑記

は小牧鞍漿の撰文である欝．参考紅掲げてみる。

　大按分羅轟毒灘1こ饗益綴瀧奏穆。嚢仁年闘1こ鬱

する所な彗。私署宏大懸窒海撰塗る霧雪の簒奪銘華こして，

縫雲集1こ載る。難絃舞繕澄繁るか難らず，碑また

久しく廃す、今盤毒する隷藁の購養のみ篇薄えて

言う，鶴縛姦薮鞍を築紫羅韓を毀して銭って絨環

と贅す．寛致串嚢潟舞訟平定懸．集書全種を鷺す．

其の薄鑛の藻賦一霧字を載せる．疑れは綾饗残石

の撮灘こ就く騨）な彗．養う紅藻野趣土誉親藩藏

の糞き藩紅鑓る蒙取嫉馨亥彗素養1藩薄ならず鱒然るに益

鑓麹の数事絃．是1こ露嚢て争や量紅鑽る。豊懇翁

萩八なる養，灘の響条㊧舞人慧穆．懸を軽んじ義

を聾む毒鴬鉦鼓鍵の灌するを難く。意嚢灘て蒙i章

磯嘗紅抄いて工を暮讐ズ編えに絨選を捜し達灘の

一字を索轟る綻獲る壊し．是紅響魏て土管驚真銚

を鎌って諮石裟麦1せんと欲すむi翁来讐て雛って嚢1

の事を謀る。余すみやかに之を慰慰する。乃ち報

歌讃繋沖知事を介して貌の真鋳巻を露陰るを得

て，図書寮嚢堀君博£会す。公事を以て南馨1こ来

る。蓉素よ彗全石学に構し。大いに鍵の挙に賛す。

嚢ら鈎募の労に任ず。父，為すに碑石1こ蕃麟工を

擁ぶ．螢饑歳を経て成る。乃ち地を揮び諸を久米

寺の発議中に建つ。益毅匙の選嚢！を題っに，僅か

数蓉裁にして，碑文中のいわゆる来鰻霧会是な琴。

大締び）錆び）巻は，建鬱憂凄寺の稿本乏為す。或いは

たまた豪その隣する書にして数えるべからず。共

の文辞典麗にして，字靉靆奇飛動，闘に飛白捧勢

を雑えた者）。今この勝1こ建つに，鈎墓襲に糖！こし
　　サん
て．糞一／二また工な鞍。たとえ猿舞存して今に至ら

　　　　　　　　　　　　　　　　　　ししめんも｛霧ぞまたむ舞うるハミけ〆しや。翁集費する1こ

亭苦奔走を馨まず．以てこの勝事を威す。千余年

の誕錘を来らしめ，また大いに世に霧らかにす，

毳毳とせざるべ蓼んや。溌んや貌の碑｛7）言塁する所

を考うるに，以て右人の講承の羅の一一講を窺い難，

農致煮6〉勧とすべし。宣特に名跡の存して尊覧に

鍵すべしと云うべし。翁予に建碑の顛末を乞い，

まさに以て鞍毒し碑の麟に置かんことを。余あえ

て辞せず。翁誇斯の挙を益紡せしは，その令爾新

一，久米寺往職権中倦蛋宥鐘錘，少繕窯業奉麟，

露縫君治勤，藤療君源兵衛．皆あずかって有力に
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騒懸1

つき，宣しく是を併記して議三す。

　益鐵巽擁毒の溝蒙とを購いた豊欝新八翁は，　これ誇

再建を意馨し，辛苦奔走毒素，墾治33隼，久米寺

の境内に建立した。奇特なことであ参，後世まで

残る立滋な業績である。しかし．この再建益懸池

碑嫁，量人から強い注蟹を浴びていない．その運

蓑鐵まなんであるか。大きな理貌は．この碑が天

長二年建立の碑の復元そのも轟でないからであ

る。轟さが二丈七幾，長さが三丈余に達していた

壮大なも蓑）ではないからである．又，当鋳の碑の

真σ）姿慧窺えず，その面影を懇趨させる1潔ま不満

足さが残っているからであろう。再建碑もたしか

に大きい。しかし，往i鋳紛ものには及びもっかな

い，次に考えられることは，再建碑のよるところ

となった轟轟；lil上智貌所蔵の大麟真鋳が，空海の

糞鋳とは認められず，摸本乞震われているからで

ある。しかし残念ながら，益遜池慧決潰し，益蒙

池碑も簸謬ミしてしまったからに慧亨再建碑によっ

て手掛琴を得て．それに透ずいて鋳くことも一方

法である。その意味から久米寺に存姦するこの碑

に心をむけて鋤きたいものである自透i鉄線橿漂蟹

から久米寺はすぐである。寺院の裏手融鬱蒼たる

茂みの中に再建縫は佇立している。さすがに碑石

は大きい。しかし，台石がさして高くな籍し，石

質の関係か古めかしくない。韓文の文字も石に深

くくいλっている深淵さを欠いているよう1こ患え

て残雛警しか二）た“

　壽1々はとかく遷1去を忘註解ちである。当時の

人々の辛苦も幻として締付診てし蜜う。その大き

な恩恵も窮実さをなくしてしまう．益靉靆碑銘を

議iんでも，重建益遜港記を見ても．当鋳1こおいて

はか諺がえ5うない大事な事業だったのである。「書

誌
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人の講承分利の一一磯を窺い見，農政者の勧とすべ

し。」絃無規できない大籔なi藩である。「蒼海しば

しば変ずることを歎いて」とは毯！の移転をなんと

遍馨ξこ予言したことか。（錘版蓋参響i）

鳶．大灘甥益議池碑銘叢淳

　ここで語を空海の書である益鑓池碑の文字に移

し，書道の立場から検討を超えな謬ればなるまい。

漸安擁難！こ空海が善した益欝漣碑隷姿を満してし

まったが，幸いにもその模本1が高野鐵に残ってい

た。明治器隼の蓮建にもこれが震いられた。中央

公論発行書道警衛第十二巻空海に隷

　伝　空海

　重要文化難　大鞍擦益裂地碑銘董寧（繕本／董

　　　　　　巻
　天長二隼（鐙§）

　絹本

　箆、3c驚×基盤5ぐ騰

　轟野毒駿逡文院　舞歌霧渠

　とある。

　琴無題甚ま伝空濠垂とあ箒，　空海｛7）装巽筆と1ま認めらオ乞

ていないことである．種本であるとなると．気乗

導薄1こなる．余鵜こも騰字が多いことから当時の

茶人の臨1摸といわれるのであるが，　さ震ばとて空

海の義1年の真筆慧残っていない以．と串空海轟こ分

年代6）書を見極めるに綜，こ載参こ霧らな謬ればな

るまい．樫緊摸本であるにしてもその姿に透付く

ことは鐵来る筈である。

　蓊欝匙碑銘叢寧の横庫譲次の、ようなことが特質

と考えら絞る。

　董．雑書馨である。

　2．遊戯的な感を深くする。

　3．搾徳性を穂めている。

　以上のことをもっと異｛奉熱異こっきつめて鋤こう

と考える．

　ア．雑　書　体

　この作品は，奇態な褒窺が多く，書葬にあては

めることは／穰難であるかも知れないが，疑義聾聾々

が考えている1篆書，隷書．塔書，弩妻．軍書に区

分してみて，その縫の捧を鷲に選び塗してみるこ

ζにする。

書　　捧 文字数・喜麻衣 繕　　毒

筆　　書 。r鋳
拙　　　　童舞　　　　欝

器　　　　逢

婚　　書 §　　　　璽

砦計 7　　　　至　§

↓
・丼

一編5　1　獣

』縫 制＿L2
議 麟h纏％

　まず，篆書1こついて考えてみよう。この作贔縁

篆書が主体1こなっているような馨象が強い。しか

し．篆書該約鍾パーセントとを占めるだけで大し
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て字数1ま多くない（今である。　しかし，叢三妻妾琴分，

羅ち表題とか年号とかが篆書で霧》れている。書

き罎しと，しめくく！〉が篆書によっていることが

全文申，大きな重みをもたせているところである．

滋．篆書は字形が大きく表現されていることも，

舞立っていてそ分存在感を大きくしている．篆書

とはいっても純粋なものと鍾感じと麗ない。特に，

』藷通ならば素直に生るところが奇妙な「轄腰墾を

もっている。馨ち，「飛懲纏」を多分1こと彗入れて

いることである。このことは，空海の以藩に書か

れた鶏糞毒七禮｛象賛邊のあ琴方を患わせるところ

である。もう一つ感馨させることは，比較的隷馨

に透翼｝書き方添書あ暑），波養桀を取1）入総ていること

である。従て）て，隷棒との区驚のつきかねること

び多い。以、鉱毒ことから，ここに表現されている

篆書は．空海種特のも」〉であ1），誉ってみれば．

比較的談み易いものであ1ラ，やや盗っぽい篆書と

も受縫取！）霧いものをもっている。最後に近い諺

分σ）門天長二年鰻登大荒落玄薄弐拾五暮建之」あ

た1薦こその特機がある。（縫緩鐸参懸）

　次に隷書について考えてみよう。これも中醤漢

暗殺の隷書のような霧確な隷書で鍾ない。という

群）は線質に隷書としての整確さがない分である。

線1こ羅1）があるのである。終筆が妙に跳ねた鞍，

鋳嚢に窪まった垂）．化繊が多すぎる飛白休め残滓

が残った脅するのである。書体豹淀みて纂露なの

カ・，　i蒙体なσ）寿冠騒瞹昧さもイシなくない。　こ重tを塞蒙

書として認めるかどうかも逡巡させられるも分が

多々ある参である．その中から隷棒に入薦ないと

区分に霧るも鐙を隷書として取1ラだした。鍵って争

その敬譲多くはない。僅か尋ベーセントに遜ぎな

い．そして，墾確に隷書と感じ取ら殴るものも少

ないのである。篆書と草書の難に隠裏ている存在

である噛その中で，年響とか数字び）表記になると

隷書1こ書かれることび多い。「弘仁十三年仲冬之

層」の中に鱗確な隷意がみら農，線質も隷書の筆

意をよく表している。（図版慧5行参照）

　構霧として取詳ラ上げるものは鐸とんどない。字

数にさとでているも鈴は亨夢むを得ず借書菰入れ

たものであり，隷書が含まれているのであるが絹

確な濃i難治書な力謡った諺，　隷書としての誰）き届も生だ

筆意のなかったものを雛書にしたのである。なぜ

繕書が書か訳なかったのであろうか。この覆の書

写字体は，蕎’霧と草書であ一〉たのであろう，篆書，

隷書は勿論のこと，誓書も事あらたまった時以外

は書かれなかったと見てよい。そ才t慧，実装的な

書写涼行書，草書が最適である。観覧的証は警霧

1まよいむ　し赤玉し，裏写郵糞こは，馨彗書きま不むきであ

る。余1うにも霧苦しく，書写蒔鷺も多いからであ

る。この猿窪遜池碑銘文語は．特異性をもたせて

表現しようとした。さすれば，篆書，隷書の方が

鞍書よ彗は特嚢雛がある．そこで篆書！こよって欝

嚢さを莞せ．纏の文び）流穀るところは，自由さの

強講できる草書によった。そこに，鞍書の表現絃

なかったのである。匡‡｝窪劉〉構唐の講：絃，絶対的紅

優載た捲霧が多い。それは，事あらたまった碑文

　〆

燐 轟
臥

醗懸》
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の書写だったからである。又，縫箋盤を重要摂し

た錘1策と楼書の合致があったからであろう。平安

擁簸暑こはそのようなこと慧なく，ひたすら羅とし

ての書写であ13，その申に美を求めようとした。

行書．草書の中にも美を求めることは霧鐘であっ

たのである。薩ラ上奏文などには搭書約表穫があ

ったことは窺われる。　この1簿の表…謹書こは，毒1懇i轡

なものが墾まれた。そこに，糖書はなかったので

ある。

　行書1こついてであるがシこれも箱書薦様極めて

そ鋸）字数縁少ない。蔦書に蔵経された感があって

姿を見せてく蕊ない。7字を取13上げたが草体に

豪で行っていないものを行書として区分しただ浮

」）ことである。ただ，こびタ行書は，どこか隷書が

あった1ヲ，篆書の終筆紛あ離方を含蓄じていて，

くどさというか，野暮つたさというか清澄さに欠

診ている。空清の中年の書蓑）藝蓼化さ農た墾澄さは

失われているところに，趣を異にするところが多

いのである。

　草書について当ってみると，こ炉）作品の大部分

を占めるのが草書である。草書に慧，点遜の省酪，

単純化した難密さがある。形態上からも束緒さが

ない。変化と奇異さを求めるに慧好適であ彗，文

字の大小／こも思い鎧った変磁を求めることが塞来

る。そのようなことから華書紀よったものであろ

うか，縫パーセントの数を領している。文の謬1摩

で言え1ま，池の構築の進捗さに慧文1章σ）流れの速

さを求めたものか，草書だ浮で書か才tているし．

後半で言えば，完滅した漫の鑑大さや轟然の叢写

にも草書が強く挿し墨され，銘の煮詰められた蟻

1穿のない文筆にも，こ蕊によって表現されている。

　嵯，書穣には一種の婁気がある。装鋳柱という

か，誇張牲というか，不必要かと思われる余羅な

ものが纏いつくのである。このようなこと溶：，空

海書｛覆罫崔子玉座右銘善1こもあった。　しかし，碧羅

子玉座窟銘≦から1ま，鼻につく臭気は感じられな

かったのであるが，これにはそれが多い。やまつ

気とでも裕・うものであろう毒）む

　さて，残ったものがある．欝字の難の文字であ

る。そのことについて達べてみたい。

　この，その鍾分書体蒜文字であるが，二分する

と，古文から考えられるものと，全然吉文から考

えられぬ不露悪．議ともいうべきものと1こ分諺られ

る。F星3は金文，書文に箆ら翻る。「ヒ」は，議

文古徳1こあ喜），やや鱒代が下った「大発神議碑」

に見ることが鐵来る。「氣」縁議文にそれらしいの

漆｛あ箒，響彗の王鐸隷こび）ような書き方を見せてい

る。「五」は吉文，金文に見られる。ヂ左∫右暴ま．

金文，石鼓文に似たような書き方が晃られるが完

全ではなく，下透の「工∫羅」が欠けている。芦亀」

は，蔓敦，績霧に似たものがある難，やや変形で

ある。「蒼」慧ど震によったか全く不鞠である。「乍章

は，葦捧から考えられな疑こともないが不可懇議

な表醗であ鞭，「隠」は全くわからない。「獣」1ま，

議文に部分的に共通点もあるが，ここ豪で態酪さ
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れたことはっかめないし．F購」も講嶽であるむ「鳥」

は，説文，篆文1こ多く蔓られるあ撃方で嚢新しく

はないが，この表醗絃よ1ラ象形的で絵遜醜態彩が

濃厚である。この健に不可思議な文字があって糞

講に善しむもめが最後に見られる。｛馨線V参照）

　以上を考えると，空海の独露な文字が表現され

ているということが鐵来る。勝手£書いたといっ

てもさしっかえいない。文字を糠秘化した表幾で

はなかろうか．

イ．遊戯約表現

　この書からは，書としての高さを懸じ象ること

は少い。気韻を懸εさせないで，唯奇妙さ分みが

i讐につくのである。空海の搾贔罫真書七襟縁賛嘩

にもこの繧i薄があったにしても，こ既暮こ鍾窯贔と

尊藤蔓さがあって嫌i豪鍾感じないのである。これ隷，

空海のぞ乍贔でなしに，縫の養護）摸本であるからこ

のよう1こなったもヂ）であろうか。この気贔を懇じ

させないで，多彩な豪毅さをふ1ラかざしたところ

に遊藏的慈鍍を憂1ナるのである。文字の大きさの

差異であるが，こ就も甚だしいと感じさ躄る変化

を見せるのである。慧勇豪家に縫を揮ったσ）で，

差がつくのはもっともなことであったにしても，

全体的紅締諺を欠くところまでいっている。なげ

や！ヌさを感じないでもない。とすれば，舞にまか

せての戯れとも受診至蒙られか惹ないのである。縫

分酷な評となったが，空海の作墨として見る以上，

どうしてもそのような性／露を感じさせないで鍾い

ら農ないのである。

ウ．糠穂性の表現

　これ懸どまでの多くの警棒を溌大して書か滋た

蓼益墨池鐸銘婆の真髄隷一纏：簿であっ灘ろうか。

もう一度，空海の書に対する志向を考えてみな診

れば参るまい。

　一大事業である益遜澄」）完成をみた。薦鉾iの懇

恵はいかばか彗であったろうか。彼等は駿警雀躍

した筈である。この徳業を鍵i講に残すとき，空海

鍾「書」を単なる文字の靉靆としてではなく，薮

5の心欝を穫数させる宗教麟境地に立ったのでは

なかろうか。文字に録する全智を繧け．古文，篆

書，隷書，捲書，行書，草書とあら織る嘉事体を倉

入させ．この銘講び世を救うこととなることを祷

ったぎ）であろう。そこ1こ嫁，無難4嚢嚢地で，ド霧」

の表瑛が琢圭鐵さ戯たものであろう。これ懸ど蜜で

の妻…嚢釜な書き茨糞ま萢蓋こ類爵｛ない善神毒誉童生力§秘めら

れ，宗教化されたものと考えざるを得ない。

§、おわ鯵に
　益遜漣嚢銘絃，欝究家の異論を多大に含む「書」

である。あま絵の神秘牲に逸を投げ鐵すかも紛れ

ないむi豪尾の解i菱不琴舞〉書き方などに絃，「書」と

しての｛立直を」議笑うところである。　しかし，空海

が称えた讐慧敏な！㌔の言を懇莚して再考して

みてはどうであろうか窃こ農が摸；拳：でなく，真跡

の撫を見せてくれ既ば，どんな性欝を露憂したで

あろうか。蓬靉靆｝と疑られる底喜こは，確翻とした

贔雛が存在したので慧なかろうか。髪って，現査

見うる「益懇澹舞錐盛衰）申から，宗教盤を隷墨し

てみたいものと考える。天長2奪といえば，空海

鑓才でまさに老境の域に達していた．棄寺分講堂

も完羨し，真霧宗も確嚢たるも6薦こ至っている。

空灘隷宗教的境地から筆を執った．そして，「書」

についての心棒を余すところなく発揮した講がこ

の書である。
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